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な研究 には、Ekmanらが開発 した顔の表情か ら幸福や
恐 れ等 の感情を評価 する システムがある7)。また、
Lawtonらはアルツハイマー型の痴呆性高齢者を対象に、
肯定的 ・否定的感情の6項 目について対象者の表情、体
の動 きな どを直接 観察 す るPhiladelphia　Geriatric
Center　Affect　Rating　Sca1eを開発 し、 このスケール
が痴呆性高齢者の日常生活の質を評価する指標 となる可
能性 を示 唆 してい う馬 これ らの研 究 を もとに、
Flemingらは痴呆性高齢者のケアへの満足感を評価す





載 し、後に職員や家族が複数で話 し合 うことでケアの質
を高めるとしている9)。ERIC　formはオース トラリア
































と提携 し、職員を研修 目的で派遣 している。




















設職員 と研究者が2台 のカメラを使用 して行い、1台 の
ビデオは観察対象者の表情を捉えるために顔面を中心 と

























































感 情 反 応 記 述(探 すべき徴候)
喜 び 微笑む、声を出 して笑 う、 にこやか に目を細 める。
笑顔 で明 るく歓迎す るように手 を差 し出す。
優 しさと愛 情 他 者に対 して精神的 な支え となり、優 しく人 に接す る。
手助 けしたい(自 発的)頼 まれな くて も他の人の手助 けを しようとす る。
怒 り 歯 を くい しば りしかめ面 をす る。怒鳴 る。 のの しる。つつ く。
攻撃 す るぞ と脅す。実際 に攻撃す る。
不 安/恐 れ
眉 間に しわを寄せ、落 ち着 きがな い。不安 そうな動 きを繰 り返す。
ため息 をつ く。 人や状況への関わ りを避 ける。ふ るえ る。
顔 を こわば らせ る。繰 り返 しスタッフを呼ぶ。
拳 を握 りしめる。膝 を小刻みに揺す る。大 き く目を見開 いて いる。
身体的不快感/痛み 体 の一部 をこす った りつかむ。足をひ きず る。
うめき声 をあげた り顔 をゆがめ る。
手助 けした い(促 されて)頼 まれ れば手助 けする。
悲 し み 泣 く。涙 を浮か べる。 うめ く。 口をへの字 に まげ る。
目や頭 を下 に向 ける。無表情。 瞼を絶 えず拭 く。
創造性/表現力 可能な時には自発的 にダンスや歌、アー トワ一クなどのアクテ ィビテ ィに参加する。
満 足 感 ゆ った りと楽 に坐 ったり、横 になっている。
手足に緊張 はない。ゆ っ くりと した動作 で リラックス している。
本 表 は黒 田 らが 著 者 の 許 可 を 得 てDementia　Services　Development　Centreが発行 して い る 「Beyond　Word」を 邦 訳 した





























































































の出現回数 と出現率を表3に 示 した。介助が行われた第
1、第2、第3、第5セ ッションでは、援助者は全て異 っ
ていた。第2セ ッションでは実習生と職員の2名が介助






































者の表情や行動 は援助者の行動 と連動 していることが推
察 された。そこで、感情別に観察対象者や援助者の行動
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                                    Abstract 
 To evaluate living environment for elderly with dementia, with a focus on the emotions and behavior of 
the elderly person, a case study of the effects of the living environment was conducted by behavior analysis. 
The subject was an elderly institutional resident with dementia, who was recorded on video for ten minutes 
every two hours for five observations in total. Data were collected with interval recording in which ten sec-
onds was taken as one frame, and then analyzed. The following results were  obtained  :
 1) The mutual orientation and language between the subject and carer were observed in "Pleasure". The 
   subject's behavior of slowly nodding the head up and down was observed in "Contentment". The  sub-
   ject's orientation to other elderly persons receiving treatment was observed in "Anxiety/fear". 
 2) There were five carers who provided care in the observations. "Pleasure" was observed when assistance 
   was provided by three of the carers. The orientation of these carers toward the subject (ratio 
 88.9%-64.3%) was greater than their orientation toward the surroundings (ratio  0.0%-57.1%). With the 
   other two carers, the orientation toward the subject (ratio 63.3%, 44.1%) was less than that toward the 
   surroundings (ratio 86.7%, 52.9%). 
 3) The subject was observedto slowly nod his head up and down when specific music was played. 
 The emotions and behavior of the present subject was thus affected by the living environment, such as the 
behavior of the carers and other elderly, and music. The present method may be applicable in the evaluation 
of living environment for elderly with dementia. 
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